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論  文  名 神社神道におけるケガレの宗教学的考察―竹駒神社と神葬祭を中心に― 
本論文は、インドネシアからの留学生である提出者が、初めて日本留学した際に経験した、神社において身
を清める日本人の姿が、ムスリムである彼自身の礼拝時の姿と重なりつつも異なることに発した“ケガレとは
何か”という素朴な疑問を、竹駒神社を事例に解き明かしたものである。 
「序章」においては、本研究の位置づけとその意義が述べられる。その際には本論文のキーワードとなるケ
ガレを、まずエティックな視点からデュルケーム以降の聖俗理論の中でその位置を探り、またイーミックな視
点から日本民俗学のハレ−ケ−ケガレ論の中で再考する。その結果、民俗語彙のケガレを分析概念として使う際
の問題として、ケガレ自体の意味探求が薄かったことが指摘される。 
そうした観点から本論文では竹駒神社を主な事例として、神社神道においてみられるケガレを解き明かして
いく。第一章の「神道史」では、わが国の神社神道が誕生してきた歴史的流れがまとめられる。続く第二章「竹
駒神社の概説」、第三章「竹駒神社の構成」では、この論文で神社神道の具体的な手がかりとして取りあげる竹
駒神社に関わる歴史・境内施設・関連組織など、基本的な情報が事細かく整理されて提示される。 
竹駒神社の姿が明らかになったのち、以下の章ではこの神社においてみられるケガレを祓う場面を二つに分
けて考察する。まず第四章の「竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼(1)」では、竹駒神社において通例
見られる参拝者と神職が行っている清めについてまとめられる。参拝者についてみていく際には、フィールド
ワークに基づく七五三詣と夏越大祓の儀礼の過程が提示され、手水と修祓のあり方が考察される。また神職に
ついても特別に許可されてのフィールドワークに基づき、一般の人には知られていない神職の一日がケガレか
らの清めに注目することでまとめられる。ここでは清めが内面的・外面的の二面性を持つ点から、ケガレがも
つ二面性が逆照射されており、興味深い。 
 第五章「竹駒神社における普遍的なケガレを祓う儀礼(2)」では、竹駒神社が主催する年間最大の祭である初
午大祭を取りあげ、中でもご神体が神聖な神社境内を離れて世俗的な空間を巡行してくる神輿渡御を事例とし
て祭の過程が分析される。その結果、初午大祭自体がハレであることによる非日常性は「神様の恩返し」とし
て捉えられ、清め自体が不要となることが指摘されることで、ケガレのもつ特質の一面が示される。 
これに続く第六章「神葬祭にみるケガレ −全国アンケート調査による−」と第七章「神葬祭にみるケガレ –竹
駒神社を事例に−」では、神葬祭のあり方を通じたケガレの把握が目指される。第六章ではマクロに、全国各神
社庁に実施したアンケート調査の結果から、現代神社神道における修祓の扱いが多用でケガレ観に幅が見られ
ることを指摘し、第七章では竹駒神社に特化して神葬祭の事例がまとめられる。 
最後の「終章」では、これまでの議論をまとめる中から、神社神道にみられるケガレは普遍的なケガレと特
殊なケガレに二分されることが指摘され、ケガレの特質が四点にまとめられる。 
 以上、本論文では、神社神道におけるケガレ観という問題に着目し、提出者自身による地道なフィールドワ
ークの中から得られた資料を分析した点で斬新である。使用した分析概念や全体構成にはまだ検討の余地が残
るが、全体的に見れば良い論文に仕上がっている。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与さ
れるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
